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私の専門は心理学です。 今日は文字を読んだり、 文字の形を心の中
で思い浮かべたり、 または文字を選ぶときに心の中でどういうことが起きているのかにつ いて考えてみたいと思います。◆
読み間違い
　
まず、 文字を読むところからお話をします。 例えば、 「
1rl5 」 とい った
文字の並びについて考えてみましょう。 これは
S
F小説で非常に有名
な作家のアイザック ・ アシモフが書 た推理小説がヒントになっ ています。「
1rl5 」 は 「いち、 アール、 いち、 ご」 なのか 「いち、 アール、 エル、 ご」 なのか、
どちらでしょうか。 実際に私も、 例えばパ ソコンのパ スワードやメールのアドレスなど、 アルファ ベ ットの表記で情報をもらったときに、 こう う曖昧性、 多義性で少 不便だと思ったことがあります。
1（いち） なのか、
l
（エル） なのか、 よく分からないのです。 同じような例をもう一つ。 私どもの研究所の英語の略称は
N
IN
JA
L （ニンジャル） と申します。 メールのア
ドレスは
ninjal.ac.jp ですが、 「忍者」 の方が一般の方には非常に馴染み
がありますので、 これはひょ っとしたら 「ニンジャワン」 、 忍者
1号と読ま
れはしないかと心配になりました。 「ニンジャル」 ちゃんと読んでいだけるのかどう 。 研究所が新 く
N
IN
JA
L
という略称を採用したと
き、 最初のうち私はご挨拶で名刺を配るときにわざわざ、 「これは 『ニ ンジャイチ』 では せん。 『ニンジャワン』 でもなく、 『ニンジャル』 です
最後のところは 『
l（エル） 』 です」 と言っ ていました。
　
今のはアルファベ ットの表記の話ですが、 バスなどにはこういう表記の
表示があります。　　　
出口
　
「出口」 は一般的に 「でぐち」 と読みますが、 外国人の日本語学習者
で初めて日本に来た当初、 これを 「でろ」 と読む人がいたそうです。 これはおかしいだろう、 普通、 漢字仮名交じりの場合は漢字と平仮名が交じっていると私どもは思っているわけですが、 古い時代を考えてみますと、 例えば公文書は第二次世界大戦の前、 または第二次世界大戦 終わって少しの間は漢字と片仮名が交じった文で公文書は書かれていました。 ですから、 これを 「でろ」 と読む は もし時代がず れば正しかったのかも れません。　
同じように、 その日本語学習者は 「降り口 （おりぐち） 」 を 「おりろ」
と読んだそうです。 なるほど、 確かにそ も読めますね。　
今のは日本に来て間もない留学生の人の例でしたが、 実際に日本人
の中学生でもこういう読み間違いをすることがあります。 例えばゼンリンという地図会社があります。 パ ソコンの画面にゼンリンの地図が表示された きに、 日本の中学校
2年生の子が 「ゼリソンだ」 と読んだのを
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私は目撃したことがあります。 片仮名の表記の中で 「ン」 「ソ」 「リ」 「ツ」「シ」 は、 手で書き分けるのも形を整えるのが難しいですし、 読むときにもこういう読み間違い 起きることがあるかと思います。◆
他人の空似
　　
一般人、 漢字または文字に詳しくない専門家以外の人がそういう
読み間違いをするのだろうと思われるかもしれませんが、 実は文字専門家でもこういう曖昧性、 多義性に困っ て、 読み分けられないことがあるようです。　
「柿」 は 「かき」 で、 音読みでは 「シ」 と読むようですが、 「杮」 は 「こけ
ら」 です。 非常に微妙な違 しかありません。 お分 りになり でしょうか。 真っすぐ一画で書き下ろすのか、 そこで少し切れるのかという違いの例です。 これらは発生の全く違う文字です 漢字の辞書などでは 「弁似」 のような項目を設けて、 これは他人の空似なので注意してくださいと言っ ていま  柿
　
杮
　
このような場合は、 漢字の専門家であっ ても、 文字を
1文字単独で見
せられて、 それが 「かき」 なのか、 「こけら」 なのか、 どちらな ちゃんと判定してくださいと言われてもなかな 難しいもので 。 その微妙な違いが本当の違いなのか、 ごみが付いたり、 かすれて消えたり、 そういうものなのかよく分から ことがあるかもしれません。　
今の例は非常に微妙な例では いか、 そんなものは日常生活であま
りないでしょうと考えて らっしゃる方もいる も れません。 例えば
「犬」 は、 どう見ても 「いぬ」 、 または音読みすると 「ケン」 にしか見えないでしょうと思われるか しれません。 しかし本当にそうなのでしょうか。 犬に似た字は 「大」 や 「太」 など、 いろいろあります。  犬
　
太
　
大
　「太」 の一部がかすれて消えてしまっ て、 上の方に今度は新しい染みが付いて 「犬」 に化けてしまったのかもしれません。 または、 もともと 「大」
に染みが付いただけなのかもしれないし、
1文字だけ眺めていてはよく
分からな ことがあるかもしれません。　
それぞれの文字がどういう読み方をし、 どういう意味を持っ ているの
かがはっきりと人間が認識できる、 認知できるのはどういう場面かというと、 文脈がある場面です。 つまり 語の一部として文字が使われているときです。 もともと文字は何かの意味を伝えるものです。 音を伝えて、 その音のつな りも語としての意味を伝える機能に っていると思われます。 「土佐犬 （ さけん） 」 「秋田犬 （あきたけん） 」 、 または 「とさいぬ」 「あきたいぬ」 と呼ぶのでしょうか、 こ
3文字目は 「犬だな」 と分
かると思うのですが、 「高知犬 （こうちいぬ） 」 は少し違うだろう、 「高知大」 「秋田大」 は高知大学、 秋田大学の略称な だろうと考 す。 「土佐犬」 「秋田犬 の
3文字目は 「犬」 だけれども、 「高知大」 「秋田大」 の
3文字目は 「大」 だというように、 文脈の中に登場することで意味の違
いが分かっ てきます。 つ り、 文字は単独では人間にとっ て読みづらいのです。 もともと文字は、 語として または文章としての意味をとらえるための道具 し 人間が認知しているというこ か 思ます。
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文字が
1文字単独ではいろいろな曖昧性を持っ ていることは、 「ルービ
ンの壺」 （図
1） の知覚に非常に似ているかもしれません。 白いところに
注目すると壺に見えますが、 心の中で視点を切り替えて黒いところに注目すると二人の人間が向き合っ ている顔が見えます。 つまり人間は、見ている文脈を切り替えること できます。 外界のいろいろな刺激の認知に役立つような手掛かりを物差しの目盛りのようなものと考えますと、 人間は物差しの目盛 を心の中で見方次第でしなやかに変化させて、 外界をいろいろな意味でとら ることができる に思 ます。　
では、 いつもそうなのか？
 そうではないのです。 錯視図形というもの
があります （図
2） 。 これは刺激の側に認知の物差し、 認知の手掛かり
が固く刻み込まれていて、 人間が幾ら視点を切り替えようとしても難しい例です。　
まず、 上と下の線を同じ長さで作ります。 つぎに、 上の線の両端に＞
と＜を、 下の線の両端に＜と＞を付けてみます。 いかがでしょうか。 下が
どうしても短く見えるのではないでしょうか。 上と下の
2本の線は同じ
長さだという知識を人間は頭の中に持っています ですから、 そのように視点を切り替えようと思えばできるはずなのに、 なぜかできません。これは人間の認知が刺激の側に完全にコントロールされている例です。　
さて、 この図形は皆さん毎日ご覧になっています。 その答えは今は申
しません。 後でお答え ようと思います。 ヒントとしては、 この図形は今は横になっ ていますが、 縦に起こしてみると、 皆さんは毎日毎日 ういう刺激を見ている中で生活 送っ いらっしゃいます。 この中 も見渡すとあります。 これが何なのかは、 また後ほど時間があればご紹介した と思います。
注：図
2は部屋の隅や建物の角など、 いたるところで発見できま
す。 上の図形を
90度回転させて縦に起こしてみると、 部屋の隅の
引っ込んでいるところに同じ景観が見られます。 縦に起こした図形には天井と床の一部も描かれていると理解してください。 一方、 下の図形を縦に起こすと、 建物の角の出ているところになります。 どうやら、 遠近法などとも なにか関係がありそうです。
◆
文字を思い浮かべる
　
次に、 文字の形を思い浮かべようとするときに体がどうしても動く
という現象につ いてご紹介したいと　
ここで漢字の足し算のクイズを考えていただきたいと思います。 「黄」
と 「木」 を組み合わせますと 「横」 ができます。 では、 「口」 と 「十」 と「共」 を組み合わせて一つの文字を頭の中でイメージしてください。 こういう問題を
12問ぐらい作って日本人の大学生に解かせますと、 大体
8割ぐらいの人は空中またはひざの上や掌の上などで指を動かす動作
を行います。 これ 「空書 （くうしょ） 」 現象と呼び
図2 ミューラ・リヤー錯視
図1 ルービンの壺
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「黄」 ＋ 「木」 →横
　　　
「口」 ＋ 「十」 ＋ 「共」 →？
　
似たような現象としては、 例えばそろばんの非常に熟達した人やそ
ろばん上級者の人は、 「願いましては
3万3300円プラス ・ ・ ・ 」 と暗算
の問題を解いているときに、 頭の中でそろばんの玉を弾きます。 でも、 そのときに指が動くと う現象が見られ す。 それに似たものとして、 文字の形を思い浮かべるときに人間はなぜか空中で文字を書くような動作をします。 これを空書行動とい います。　
これは日本人と中国人、 中国から来た留学生 （台湾も含む） を比較
しますと、 ほぼ同じような傾向が見られます。　
では、 英単語の課題につ いて考えてみましょう。 「 『フラワー』 のス ペ ルを
口で言っ てください」 言います。 そうす 日本人は、
f-l-o-w
-e-r と、
なぜか指が動きます。 中国人の留学生 対象に調査してみると、 空書の割合は日本人よりも少な という報告があります。 また 欧米あまり空書 しないということが文献には出てい ただし、 こ は少し違うので ないか 先ほどカイザー先生から伺 ましたので、 実際は分かりませんが、 文献ではこのように報告されています。　
さらに、 その 「フラワー」 のスペルを後ろから口で言っ くださいという
問題を出します。
r-e-w
-o-l-f となるわけですが、 これもやはり日本人や
中国人はある程度の割合で空書をするといわれてい　
さらにもう一つ問題を出してみます。 これは単語を完成させるもの
です。 「空白のところにアルファベ ット
1文字を入れて単語を作っ てくだ
さい」 という です。 問題の出し方と ては
f_ie_d です。 そうすると、
やはり日本人や 空書をします。 欧米人も空書をやや る
いわれています。　　　
f_ie_d
　
日本人や中国人は空書をする、 欧米人はあまりしないようだという
前提に基づいて、 こういう問題を解くときに積極的に空中、 または白い紙の上、 または掌の上に指で文字を書くこ を意識して行うグループと、 指は一切動かしてはいけな というグループで比較してみます。 そうすると、 日本人の場合は空書をしないと正答率が半分ぐらいにガタ落ちすることが報告されて ます。 ところが、 漢字文化圏ではないところから来た留学生、 欧米の方の場合は、 空書をしない方がかえっ て正答率が高くなるこ が文献では報告されて ます。 これらの結果 ら、 日本人は、 漢字や英単語の形を頭の中でイメージするときに、 カラダ （身体） が一つの認知の 位になっ ている ではないか、 さらにカラダの動きが文字の形のイメージと結びつ いている部分があるのではないかといわれています。　
では、 ほかにも例があるのではないかといろいろ調べてみますと、 例え
ば視力は悪くないのだけれども、 文字だけ 読めなくなる純粋失読いう病気があります。 そういう患者さんは、 字のスペルを上から指でなぞってもらうと読めるようになって成績が非常に良くなることが世界中から報告されてい れから、 日本語学や ろ ろな 野で古文書を読むときに、 崩し文字を何となく指で心の中でなぞっ てみ と、これはこういう字だと読めることもあるよ に思いま 。◆
文字を選ぶ
　
今度は文字を選ぶということを考えていきたいと思います。 今、 書く
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ことは、 携帯やパ ソコンなどでローマ字や仮名を漢字に変換してそれを選ぶ、 「書く」 イコール 「選択する」 という時代になっ てきました。　
そのときの例として、 「ひのき」 を漢字変換すると、 簡単な漢字 「桧」
と少し複雑な形の漢字 「檜」 が出てきます。 あなたはパ ソコンや携帯電話でどちらの字を書きたいですか、 つまり、 どちらの を選びますかというこ です。 それから 桧 から木偏を除いて 「会」 の場合はどうでしょうかと聞いてみます。 そうすると、 「会」 につ いては常用漢字でもありますので、 簡単な常用漢字の 「会」 を選択する人が100人中
99人
以上います。 複雑な 「會」 を選択する人は1％以下にな ま 。　
では、 「ひのき」 はどうでしょうか。
20歳代、
30歳代、
40歳代、
50歳代
の人に選択してもらった結果を見ると なぜか若い世代の人たちは古「檜」 の方を
68％ぐらいが好んでいて、 簡単な 「桧」 の方は
30％ぐらいで
す。 でも、 年代が上がっていくとこれが逆転します。 これは何となく普通の常識とは違っていて、 若い世代の人ほど簡単な形の漢字を好むのかなと思うと、 実はそうでもな ったりします。 それから、 世代差があることが分かります。 ういう例は、 観觀と潅灌、 亜亞と壷壺、 銭錢と賎賤 ど、 ほかにもたくさん ります。　
きょうのお話しをまとめま
すと、 どうやら読み間違いには心理的な要因が結構働いて
いるようです。 それから、 空書行動につ いてはひょ っとすると文化の違いがあ のかもしれない、 いろいろな文字を手で書いて覚えることが影響しているのかもしれないという説があります。 また、 先ほどの「ひのき」 の字の形の選択には世代差がありました。 世代差があるのは何かの社会的な要因が裏で働いていると考えられます。 ですから、 ことばと心理と社会は三位一体で切り離すこ はできないのではないか。 文字の認知 単位は非常に細かな単位もありますが、 大き るのではないかと考えられ す。　
最後に空中に字を書くアートをなさっ ている方を紹介します。 空書
アートです。 ニ ュ ーヨーク在住の丸山晋一さんという方は筆を使っ て空中に字を書いています。 丸山さんが字を書いている姿は、 インターネットの紹介記事などでも見ることができます。　
このように、 字についてはアートの側面もあり、 情報伝達の側面もあ
り、 文化の側面も反映されています。 そのようなお話でした。
表1 「桧—檜」どちらを好むか？（■：桧 ■：檜）
図3 文字の認知単位
読みまちがい→心理的要因
空書行動、文字選択の年齢差→社会的要因
＊言語と社会と心理の3者関係は分離不能。
